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アクティブ試験運転中の六ヶ所核燃再処理工場は、操業を始めると一年に四万七千人分の経口致死
量、一般人の摂取限度に換算すると三億三千万人分にも相当する放射能を海に放出します。そして、
この放射能放出により「今世紀最大の海洋汚染」を引き起こす危険が指摘されています。

　南房総の海は美しい。美しいうえに、サーファーにとっ
てかけがえのない波が、そこにはある。サーフボードとい
う道具があれば、ボクたちサーファーは、いつだってその
恩恵に与ることができる。なんて幸せなんだろう。
　しかし今、その海に、取り返しのつかない汚染の危機が
迫っている。ボクたちサーファーはある意味、海を知って
いる。ホームポイントの潮の流れや、波のメカニズム、気
象・・・。けれど、知らないこともたくさんある。遠くの
出来事だと思っていると、来年の夏は、トランクスと防毒
マスクでサーフィン、なんていう事態になりかねない。
ホームポイントのブレイクのすぐ先に、青森県六ヶ所村は
ある。

六ヶ所再処理工場からの放射能を含んだ廃液はどこへ流れ
ていくのか。それを調査するナガスクジラ・プロジェクト
の結果が明らかになり始めている。再処理工場の排水口予
定地点から流された１万枚の調査票（ハガキ）は各地で拾
われて送り返され、１１月１日現在で１００枚を超えた。
遠くは東京湾の入り口である房総半島先端の千葉県千倉
町、北は北海道の苫小牧まで到達したことがわかった。▽
当初、我々は放射能が下北の海岸だけでなく三陸海岸に流
れ、その付近を汚染するのではと予想していた。ところが
実際の結果が示したのは三陸海岸どころか、ほとんど東京
湾付近まで放射能が流れるということであった。特に宮城
県、茨城県、千葉県に多くが到着している。漁船の網にか
かって拾われたハガキも少なくなかった。日常的な再処理
工場の運転で、これだけ広範な海とそこで取れる海産物が
汚染されることが事実でもって示された。これらの広範な
地域の人々がこのことを知れば、大きな不安の声が挙がる
だろう。（六ヶ所再処理止めよう！ナガスクジラ・プロジェク
トの回収はがき結果）

　放射能が海流の流れのせいで、太平洋沿岸を房総半島の
先までなめるように流れることに加えて、プルトニウムは
水に溶けにくい物質だということもあります。すると気泡
の中に集まりやすくなるので、サーファーが水から顔をあ
げて、ぷはっと息を吸い込むと入り込む可能性が高いで
す。しかもプルトニウムは、食べた場合よりはるかに吸い
込んだときの方が危険になります。
　だからぼくは、最初の被害者になるのは、劣化ウラン弾
の症状のようなものが、サーファーか、その子どもに出る
のではないかと考えています。（田中　優）

　今、何が起きているのか？。どんな考えで、どんな人々
が、何をしようとしているのか？。ボクたちはまず、知ら
なくてはいけない。原発反対・賛成の議論ではない、原発
に賛成していたって、六ヶ所核燃再処理工場に反対するこ
とはできる。時間は少ないけれど、今なら間に合う。今年
の夏を、放射能に汚染されていない最後の夏にしないため
に、ボクたちにはやらなくてはいけないことがある。

　映画「六ヶ所村ラプソディー」は、鎌仲ひとみ監督が二
年にわたり撮影した230時間もの取材テープから作られ
た。賛成・反対、様々な立場の人々を取材することで、
（少し切ないけれど）協奏曲（ラプソディー）が奏でられ
ている。監督は言う。「清浄な空気、汚染のない水、安
心・安全な食がこれまで以上に貴重なものとなる時代が始
まります。私たちは電気を使うことの光と影もまた知らな
ければならないと思うのです。次の世代もまた次の世代も
命を脅かされることのない環境を生きることは私たちの選
択にかかっているのです。知らなければならないこと、向
き合わなければならない現実があります。」

　9月24日、急遽、館山の千葉県南総文化ホールで、
「六ヶ所村ラプソディー」の上映会を行うことにした。一
人でも多くのサーファー、ボディボーダー、そして南房総
の美しい海を愛する人に見てもらいたい。

「汚染されているのはわれわれの家の前であり、裏庭であ
る。放射能汚染というやつはあらゆるいのちを短命なもの
にしてしまう。われわれは人間としてひとつにつながり、
みんなでもうこれ以上はやめようといわなくてはならな
い。われわれ人間は、頭を寄せあって、ここからこの惑星
をすくうことをはじめなくてはならない。われわれには、
ひとつの水、ひとつの地球しかあたえられていないのだか
ら」
（コービン・ハーネィ[ウエスターン・ショショーニのメ
ディスンマン]）
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